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平成２２年９月２５日（土）、京浜港物流高度化推進協議会は、45ftコンテナの国内輸送の実現に向け、我が国初の

取り組みとして、マルチトレーラを使用した 45ft コンテナ輸送における走行・荷役実証実験を実施しました。当該実証

実験では、川崎港コンテナターミナル背後の東扇島総合物流拠点地区に立地する山九首都圏物流センター付近の

公道における走行、同物流センターにおいて荷役等について、ドライバーや荷役作業員の作業性等を検証しました。 

主な検証結果等は別紙のとおりです。今後は、京浜港臨海部及びコンテナターミナル間の走行・荷役実証実験を

実施し、４５ft コンテナ輸送およびマルチトレーラ活用の有効性の検証を続けていく予定です。 

 

＜日時・場所＞ 平成２２年９月２５日（土） 

於 川崎港コンテナターミナル、山九首都圏物流センター及び同施設付近の公道 

＜検証内容＞ マルチトレーラによる 45ft コンテナ輸送において、ドライバーや荷役作業員の作業性等を検証 

＜実験協力＞ APL、OOCL、（社）神奈川県トラック協会海上コンテナ部会、山九（株）、東洋埠頭（株） 
 
 

【京浜港物流高度化推進協議会】 

  関東地方整備局及び関東運輸局では、官民の京浜港の関係者により構成される本協議会を設置し、官民が一丸
となり、協働で、同港の国際競争力強化に向けたあらゆる課題に取り組んでいます。 
本協議会では「京浜港物流高度化計画」に基づき、実証実験等を行い、外貿貨物物流の高度化に向けた取り組みを
進めています。 
 
※マルチトレーラとは、トレーラが伸縮することにより様々なサイズのコンテナを積載し輸送することができるトレーラ
です。我が国には 45ft コンテナに適合するトレーラが存在しないため、本実証実験では海外製のマルチトレーラを使
用しました。 
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TEL：０４５－２１１－７４３７、FAX：０４５－２１１－０２０４ 

４５フィート国際海上コンテナ輸送の実証実験結果について 
マルチトレーラにより４５ft コンテナ輸送を検証する我が国初の試み 

（京浜港物流高度化推進協議会の取り組み） 



臨海部における45ft マルチトレーラ走行・荷役実証実験

●実験日 ： 平成２２年９月２５日（土）
●協力事業者 ： APL、OOCL、（社）神奈川県トラック協会海上コンテナ部会、山九（株）、東洋埠頭（株）
●実験場所 ： 川崎港コンテナターミナル、山九首都圏物流センター及び同施設間の公道

実証実験の概要

別紙

●検証内容 ： マルチトレーラによる45ftコンテナ輸送において、ドライバーや荷役作業員の運転操作
性や荷役作業性の検証
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分類 検証項目

45ft
積載

【運転操作性】コンテナ積載状態での公道での右左折、キャブバックの間隔の安全性、ランプ部での走
行、トラックバース部への着車時の後進の運転操作の検証積載

【荷役作業性】貨物の積み降ろし作業の確認、コンテナの積み降し作業の検証

20ft
積載

【伸縮作業性】コンテナ積載状態でのトレーラ伸縮操作の検証

【荷役作業性】貨物の積み降ろし作業の確認、コンテナの積みつけ作業の検証

空車 【伸縮作業性】トレーラの伸縮操作の検証

■45ft、40ft、20ftコンテナが積載可能なマルチトレーラ
45ft積載時：前方部、中間部、後方部を伸長

20ft積載時 走行時にのみ中間部を伸長

■45ft、40ft、20ftコンテナが積載可能なマルチトレ ラ
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20ft積載時：走行時にのみ中間部を伸長

40ft積載時：中間部、後方部を伸長
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：伸長箇所

20ｆｔ
走行時 荷役時

伸縮箇所



実証実験結果の総括

KCT前交差点
（左折）

【運転操作性】
・公道での運転操作等については、 40ftトレーラと比べ、コンテナの肩の
出やトレーラ後方の振り出しが大きくなることに注意が必要であるが、
特に問題はなく安全に走行可能と考えられる。

・また、キャブバックの間隔が狭いことによるブレーキホースの絡まりが
懸念されたが 実走では特段の支障は無く 問題がないと考えられる

45ft

懸念されたが、実走では特段の支障は無く、問題がないと考えられる。
・物流倉庫内での運転操作についても、上記のような注意が必要である
が、ランプ部及びトラックバース部ともに、大きな問題はなく安全に走行
可能であると考えられる。

・45ftマルチトレーラの最後輪から後端までの距離が40ftトレーラに比べ
長いため、倉庫出口から公道に出る際、トレーラ後方バンパーが路面
と接触することがあった。倉庫等への出入の際は、低速で走行するこ
とや、エアサスペンションで車高を上げることなどで対応は可能である。

車両後端と路面との接触状況キャブバック
の状況

トラックバースへの着車

45ftランプ部での走行

車両後端と路面
との接触状況

【荷役作業性】
・フォークリフトによる貨物の積降作業は、40ftトレーラとの特段の問題はなかった。トラクタのエンジン停止時等の
車高自 整機能が な 際 バ 高 差 変 が生 能性があ

45ft 45ft 45ft

貨物の積み降ろし作業 コンテナの積み付け作業

車高自動調整機能が働かない際は、トラックバースとの高低差に変動が生じる可能性がある。
・コンテナターミナルでの荷役性については、45ftマルチトレーラ側のコンテナ据え付け位置の視認が難しいため、
時間を要した。

45ft

トレーラ前面の
コンテナ緊締装置

【伸縮作業性】
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※本実証実験では、トラクタ
のドライバー、フォークリフト
オペレーター、トランス
ファークレーンオペレーター
からのヒアリングやビデオ
カメラ撮影等により検証

トレーラ伸縮操作

【伸縮作業性】
・トレーラの伸縮操作、20ftコンテナ積載状
態でのトレーラ伸縮操作は、問題はなく安
全に作業可能である。




